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コ□ナ自然通気お開放式石油ストー 

取扱説明 E 



エスエツクスイー ワイ 
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このたびは、コ□ナ石ミ由ス I ブをお買いあげ 
いただき、まことにありびとラございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後もお使いになるちびい 
つでも見られる所に「保証書」となに大切に保 
管しでください。 


燃料は必す良質のな';ちを 
使巧しでください。 

A 危険 

(§) 


A 警告 

爲 

辞含量 

ガソリン拒用禁止 
ほ用燃料：ロミ由 

巧類を燥厳禁 

KEROSENE ONLY 

A 注意 

変質した持ち越し巧ミ 由 
使巧厳禁 

1寝るとさ消义1 

1給油時ミ肖义1 



□ 特にを意しでいたださたいこと 

(ま全のために必すお守りください) 1 〜 3 


丰ロミ由の廃棄についで- 3 

百使巧する場所一- "3 

且备部のなまえ- 4 

•夕 1 ■観図 -4 

•掲造図 -4 

□ 使巧前の準備-- 5~6 

•開こんと部品の亡ット じ〜 已 

•燃料-已 

•おミ由 - 6 

•点义前の準備と確認 - 6 

B 使巧ちま - - 7 〜 9 

•点乂 -7 

•炎の調節 - 8 

•消'乂 - 一^一^ - ™ 8 〜 9 

□ 巧 震 自動消乂装置- 1 9 

□ その他の装置 -- 9 

□ 日常の点検•手入れ- 10 〜 11 

□ 定期点検- 12 

阻故障-異常の見分けちと処置方を- 12 

田部品交換のしかた -13 

旧 保管（長期間使用しないとき） - - 13 

旧 仕様- 14 

田 アフターサービス … — - 14 


が iilii ご A 百 II ^乾電池は付属されていませ/ U 。 

¥2 rn / VimTU 乾電池（単二形)4個をお買い巧めください。 


^株ぶ舍な3厦夏> 


















































































团特にま意していただまたいこと度をのために 0 ず俯りください) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品をををに正しくお使いいただき、あなたや他の人々へのち害やお産へ 
の損害をモがに防止するためじ、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意巧は巧のよラになつでいます。内容 
をよく理辟しでから本でをお読みください。 


A ち険 


この表示を無視しで、誤った取り扳い 
をすると、人が死亡、重傷を負ラ危険 
または义ぶの危険が差し迫つでをじる 
ことが想定される内客を示しでいます。 


給表示の例 


A 成記号はま意を促す巧客びあることを告げるちのです。 
/1\図のかに具体のなま意内客 （ Zh の場含は一般のなま意、 
公の場含は感電注意）が描かれでいます。 


A 警告 


この表示を無視しで、誤った取り报い 
をすると、人が死亡、重傷を負ラ可能 
性または乂がの巧能性び想定される内 
客を示しでいます。 


(§) 


G ) 記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 
図の中や巧傍に具体的な禁止巧客 （ 左図の場さはガソ 
リン禁止）び ffi かれでいます。 


A 注意 


この表示を無視しで、誤った取り販い 
をすると、人が傷害を負ラ巧能性や牧1 
的損害の発生び想定される巧客を示し 
でいます。 


〇 〇記号は行為を指示する巧客を告げるちのです。 

図のかに具体的な指示内容 （ 左図の場含は一般的な巧 
為の指示）び描かれでいます。 


必危険 ( DANGER ) 

ガソリン厳禁 


ガソリンなど揮発性の高いミ由は、絶巧に使届しないでください。 
义がの原因になります。_ 



么警告 ( WARNING ) 


カーテン、可燃物近接厳禁 


カーテンや燃えやすいちののそ 
ばなどでは使巧しないで < ださし、。 
义おの原因じなります。 



© 


換気必要 

換気せずに使用しつブけないで 
ください。酸素び不足すると、 

不完全燃焼し、一酸化炭素など 
び発生しで中毒になるおそれび 
あります。また、乳幼巧や呼吸 
器疾患などのかたは体調不良に 
なるおそれびあります。使南中 
は必す1時間に1〜2回 （ 1〜2分）換気しで、新鮮な 
空気を補給しでください。窓の凍結、地下室など換気 
が'十分におこなえない場所では、使巧しないでください。 


. 

ぶ 

i 


* 〇 = . 
り 


ザ 

避 


寝るとさ消义 


必 


寝るときや外化するときは、 

す消乂しでください。 

また、人目の届かないところでは、 

使巧しないで < ださい。 

不完全燃焼や異常燃焼-乂おの 
おそれびあります。 

消义の際は、必ずしん調節つまみび消义位置にちどり、 
义び消えたことを確かめでください。 



給油時消义 

給ミ由は、必す消乂しでからおこ 
なつでください。 

火災の原因になります。 

こぼれたなミ由は、よくふきとつ 
で < ださい。 



油もれを険 

給ミ由 □ は確実に閉めでください。 

糸合ミ由□を下にしで、ミ由ちれびな 
いことを確かめでください。 

給ミを□が'確実に閉まつでいないと、 

簡単にひらいで、火災の原因になります。 



〇 


巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しない 
で < ださい。 

巧類び落下しで义びつき、乂災 
の原因になります。 



やかんのせ禁止 

やかんやなべなどをのせないで 
ください。 

振動や接魄によってやかんやな 
ベなどの熱湯びこぼれ、やけど 
のおそれびあります。また、なべの煮こぼれじよっで 
ストーブ内部の部品び損傷するおそれびあります。 



























































么警告 ( WARNING ) 


スプレー 吿厳禁 

スプレー左や力たットこんろ巧ボ 
ンべなどをストーブの上や前に放 
置しないでください。 

熱で击の圧力び上びり、爆発し、 
ち睽です。 



可燃性ガス使用厳禁 

ス I -ーブを使巧しでいる部屋で、 
巧燃性ガスび発をするちの（ベン 
ジン、シンナー、ガソリン）、ス 
プレーを使巧しないでください。 
火ぶや故障の原因になります。 


〇 



么ま意 ( CAUTION ) 


燃焼中移動禁止 


乂のついたまま持ち運ばないでく 
ださい。 

やけどのおそれが'あります。 

また、転倒すると义がになるおそ 
れびあります。 



局電圧にま意 


点乂時 （ 通電時）じ、点乂プラグからは高 
電圧び発をします。点义プラヴに不巧意に 
離れないでください。感電するおそれびあります 
特にルさいお子様にご;'主意ください。 


A 


異常時使用禁止 

におい、すすの発ち、炎の色など 
異萬燃烧を起こしたとぎは使用し 
ないで < ださい。 

緊急の場ちでちあわですにしんを 
下げで消乂しでください。 

(原8 . 9ぺージ） 



Q 


居室内給油禁止 

給油は、必ず乂の気のないところでおこな 
つでください。义おのおそれびあります。 

変質灯油禁止 


Q 

Q 


変質な巧 （ 持ち越した灯油など)、不純な';由（な 
ミ由外の巧•水-ごみび混入したな';由など） 

を使用しないでください。 

異常燃焼やしんび下がらなくなるおそれびあります。 

高温部接触禁止 

燃焼中や消义直後は、高温部（図の 
ア S 部分）にまなどふれないでくだ 
さい。 

やけどのおそれび‘あります。 

小さいお子様やからだの不自由な 
ちのいるご家庭では、特に';主意しでください。 



掃除機の排気に注意 

燃焼中に掃除機の排気などをあ 
でないでくださし、。 

風びあたるとホ义び化たり、異 
常燃焼の原因になり危険です。 



分解修理•改造の禁止 


故障、破損したら、使巧しないでください 
不完全な修理や改造は危険です。 

お買いホめの販売店に修理を依頼しでください。 




可燃物との距離を離す 


燃えやすいちのや障 
害物とは、必す図に 
示す距離をとつで設 
置しでください。 
乂災のおそれびあり 
ます。 



50cmU 上 


1 00cm な上 


ほこりの除去 

ほこりを、とさどき除去しでくださし、。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼のお 
それびあります。 


〇 


Q 


次の場所では使用しない 

乂災や予想しない事故の原因になります。 

• か平でない場所、不安定な場所 
•風のあたる場巧、部屋の化入□や屋外 
•ほこりや湿気の多い場所 
• 不安定な物をのせた棚などの下 
•可燃性ガスの発をする場所またはたまる場所 
•温室、飼育室など人のいない場所 
•理•美容室、クリーニンヴ店などスプレーや化等 
薬品を使ラ場所 

• 7ントルピースなどス I -ーブび囲われる場所 
•直射曰おのあたる場巧 













































1. 特に注意していただきたいこと(安をのためにがずお守りくだをい) 


A を意 ( CAUTION ) 

純正部品の使用 イ1 

しんなどの部品は、必ず純正部品（指定され 
た部品）を使巧しでください。 

予想しない事故び凳をするおそれびあります。 

曰常のお手入れ時の注意 A 

日萬の点検 • 手入れは必すおこな 

点検•ま入れは、ストーブび;ちえ 霎 ぶ-与 軟 

でからおこな]でください。 ド 

傾 10 -11 ぺ-ジ） 

やけどのおそれびあります。 

正常燃焼の確認 A 

正常に燃焼しでいることを確認 L 
でください。 

しんび上びりすぎたり、燃焼筒び 

ずれでいたりすると異常燃焼しを1 ど！^が/ 

険です。 4 1 

保管時にしていただくこと A 

長期間使ちしないときまたは S 旨すると 
きは、必すな;由を抜いで、乾電池を取り 
はずしでください。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

义おのおそれびあります。 

燃焼筒のガラスび割れたままの使用禁止 

燃烧筒のガラスび欠けたり、割れで破 
損したままの状態では、絶対に使巧し (Vj 

ないでください。 、ゾ 

異萬燃焼したり、すすび発ちするおそれびあり 
ます。 

廃棄ずるとき 

スト-ブを難かするときは、必す給 
ミ由タンク-固定タンク内の灯;由を給;由ポ 
ンプなどで抜き取つでください。 11 ページ） 

灯';由や乾電池び入つたまま廃棄するとリサイクルの際 
に思わめ事故になるおそれびあります。 

ふく射熱に長時間あたらない 

ストーブに直接長時間あたらないでく V V 

ださい。ほ温やけどや脱水症がになる 
おそれびあります。 

お子様、お年奇り、病気のち、巧ふの弱いちなどび 
お使いになる場合は、ス 1 ブの取り扱い、部屋の 
換気、やけど、お温やけどや脱水症状などについで 

同囲の人び十分ミち意しでください。 

\_ 

運搬するとき A 

スト-ブを建する ii ちは、獅タンク- 
固定タンクののな;$をあいでください。 

運搬の途中で灯;由びこぼれで固囲を;'ちす 
おそれびあります。 

ノ 


お願い ( NOTICE ) 


丹油の廃棄 

巧ミ由の廃棄処分は、な;'由をお買いホめになった販売店にごホ目談ください。 


回ほ用ずる場所 


効果的に使用するために 


•外気に接する窓側などじ置くと、冷気びストーブで暖められ、上昇 
巧流するので効果的です。 

•カーテンなど巧燃物との距離は十おとつでください。 


♦扇風機やサーキュレーターなどで室内の空気を巧流させると、より 
効)果的な暖房びできます。 

•ス I ブに直接、風びあたらないよラを意しでください。 




































回さ部のなまえ 


〔外観図) 


天板一 

ガード 
燃焼筒 


疆板- 

点乂ボタン—— 
しん調節つまみ 

置台- 

0青造図) 

案内筒リング ー 

しん案内筒- 

しん案巧筒_ 

パッキン 

しん巧え- 

しん- 

フック- 


電池ケース— 
電源リード線 
コネクタ—— 
固定タンクー 


触媒防臭装置について 



上面遮熱板 


♦輔媒防臭装置は、なミ由び燃焼することにより発ちす 
る微量の一酸化炭素 ( CO ) や、においのちととなる 
炭化水素 ( HC ) を魄媒作届で t ーフ'するための燃焼 
方スを化装置です。 




I - ■ 



触媒ケース 


■なのよラな環境下でご使南になりまずと急速に魄 
媒効果びほ下しますのでごを意ください。 

■落剖を使巧しでいるところ 
■巧硫酸ガスの多いところ 



タンク室ふた 


-反射板 

-とつで 

キャビネット(巧) 


スピード消乂ボタン 

-給ミちサイン 

-前板 



点乂プラヴ 
高圧コード 


点乂装置 

一電極お 



オイルピン 
ミ由受けざら 

ふりこ 

給ミ由サインを具 

巧震白動消乂装置 
7イク□スイツチ 




※巧二お乾電池(別売)4個を使田します。 
























































































































凸使用前のを備 


開こんと部品のセット 


1.包装箱からストーブを出す 2.燃焼筒を它ットする3.乾電池(お二お4個)を它ットする 


参包装箱からストーブを取り出しでください。♦燃焼筒を t ットしたら、 
•ガードをとめでいるテープをはずしで、ガ ガードをもとどおりIこ取 


ードを開いでください。 

参燃烧筒巧えをはすしでください。 

参タンク室ふたを開いで、タンク巧えをはず 


0巧けでくださし、。 

•燃焼筒つまみをだちに動 
かしで、しん案内筒に正 


しでください。 


しくすわつでいることを 


♦包装箱、タンク巧え、燃院筒巧えはストーつ•の 
な置に必堅です。 

また、取あ説お書ち忘れすにな管しでください。 


担認しでくださし、。 



>乾電池は別売です。 

(アルカリ乾電池のご使用をおすすめします。） 
>同じ種類の新しいお二あ乾電池を4個用意し 
でください。 

種類の異なる乾電池、または新しい乾電池と 
ちい乾電池を組み合わせで使用しますと、液 
漏れや破裂のおそれびあります。 

トンーズン始めにすベで新しい乾電池に交換し 
でください。消耗した乾電池を使用すると、 
点乂しにくい場合びあります。 

参を側にある電池クースに、乾電池を電池クー 
スの絵のち向に合わせで正しく它ットしでく 



f 遲歴 

燃料は必ずな巧 ( J 旧1号な油)を使用してください。 

参 危険 I ガソリンなどの揮発性の高いミ由は絶巧に使巧しないでください。义災の原因になります。 
参 I I 変質の'油、不純: a ミ由などは絶巧に使田しないで<ださい。 

参添 M 剖や助燃剤などは使田しないでください。 

• なミ由は必ず乂気-雨水' ごみ-富温および直射曰光をさけた場所に保管しでください。 


な油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけ 
ます。 

(火の気のない所でおこなつでください。) 




巧ミ由は ガソリンは 

めれたまま すぐ乾く 


変質な油•不純な油とは • 


巧シーズンよ 長期間日光に 
り持ち越しのあたる巧や温 
な;由 度の局い巧し 

保管した巧油 



客器のふたが 
開けであった0、 
乳白色のボリ 
客器で保管し 
たなミ由 


、、ぶ' 


0 

I 画 


か-ごみやな 
ミ由]^がの巧が 
ほんのねすか 
でち混入した 
巧’证 



>極度に変質したち 
のは、黄色昧がか 
ったり、すっぱい 
[こおいがします。 

必す口油用のポリ 
タンクをお使いく 
ださし、。 

なミ由はシーブン中 
(こ使い舌りましよラ。 


hir m- 


第1糸 
第 S 糸 
かたい 
第3糸 


個 1 ) 


m 2) 


■変質 I 灯油や不純な油を使用ずると、機器の故障の原因になります。 

•ミ由の程度にもよりますが、 ] 曰〜 

30曰のご使巧で、しんの先端(図^) 

または第2糸と第3糸の間(図 2) 

に力ーボンや夕ールび巧着し、そ 
の部分がかたくなると同時に層く 
なっで、スピード消火ボタンを押 
したり、巧震自動消火装置が作動 
しでち、しんが下がらす消乂しないことがあります。 

•点乂しなかったり、点火Iこ時間がかかったりします。 

•赤熱厶ラび化たり、燃焼筒び暗くなり、激しいIこおいびしたり、異常燃焼 
したりします。 

♦給油タンクにな油が残っていでち乂でが小さくなったり、しんが下がら 
なくなったりしまず。 

• 点乂しでから完を燃焼まで時間がかかりまず。 

•給油タンクや固定タンクが腐食する原因じなります。 


■万一変質な油や不純な油を 

使用したときは… 

♦給油-固定タンク内のな®を拖さ、さ 
れいなな油で2〜3回洗つでから使巧 
しでください。 

(悪い油び蔑つでいると再発します。） 
(廣11ぺ-ジ） 

• しんの手入れをしでください。 

(原ぺ-ジ） 

♦ しんの手入れをしでち効果のないとき 
はしんを交換しでくださし、。 

しんの交換はお買い求めの販売店または、 
コ□ナお客様ごホ目談窓 □( こご連絡くだ 
さし、。 


♦変質巧油、不純'灯油が原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でも保証の対象がとなります。 
♦変質の油の処理でお困りの場合は、の油をお買い求めの販売店にご相談ください。 

V_/ 




























































































4. ほ用前の準備 


• IA 警告 I 給ミちは必す消乂しでから乂の気のないところでおこなつでください。 


給油の手順と注意 




1•給巧タンクを取0出し、給油□を開 < 1 


♦タンク室ふたを開いで給なタンクを取り化し、オープンつまみを強く引 

給;由□(断面） 


2.給なする 

•巿販の給ミ由ポンプなどを使用しで、ミ由量計を見なびら給ミ由しでください。 
♦ミ由量計の〔杉〕位置まで黒色に変わったら、給ミををやめでください。 



いで、給油□を開いでください。 

•燃焼中にお;由タンクを持ち上げますと、安をのために給;由時 
自動消义装置びはたらいで、自動のじ;肖义します。 

•給;由□の巧の部分に3=などがはさまっている場合は取り除 
いでください。ミ由ちれの原因になります。 

参給;由タンクは、ぶつけたり落としたりしないよラ、でいねい 
に取り扱つでください。 


参給;ち□じ力を如えで変形させたり衝撃などを受けでをおしま 
すと、ミ由ちれやお;由□が完をに閉まらない原因になりますので、 
変おさせないでください。 


3.給油□を閉める 


力を加える 



給ミ由 □ 


①確実に □ ツク今③□ツクの巧認 

「パチン」と音びする 

持ち上げる 

まで強く押しでくだ 


さい。 


強 < 巧す 

先 ン 



給ミ由□を閉めたあと、 


先端を指で持ち上げ、 

斗 

開かないことを確か 


めでください。 


• 哈警告 I 給;'由□は、「パチソと音びするまで図の位 
置を強く巧してお実に□ックし、巧端を指で持ち上 
けで開かないことを確かめでください。 

給ミ由□を下にしで、ミ由もれびないことを確かめでから、 
給';由タンクをタンク室に正しく忆ットしでください。 

♦ 「么警告1 おミ由□びお実に閉まっていないとな油び 
こぼれで、义災の原因になります。 

♦こぼれたロミ由はよくふきとつでください。 



■給油するとをのめやず（給油サインで確認してください。 


r 給 


>ご使巧か、給;'由タンク内のなミ由びかなくなると 
巧サイン J で給ミ由の予告をします。 

「給•ぶサイン J に ホ色び 化できたら 、 r 給油の手順 
とま意」 にしたびって給ミ由しでください。約1〜 
2時間で給ミ由タンク内のの;由が'なくなります。 


[な巧が妄し1とき] 



キャビネット(枠)と同色 


) 


な巧びかないとぎ] 


/ 祕 

キャビネット(枠)と同色 


巧色 


点乂前の準備と確認, 


化平な場所に設置 




給油時 g 動消义装置 
の它ツ 



燃焼筒のすわり巧認巧震自動消义装置の它ット 



参ストーブは、か平で安定 
のよい床の上に設置しで 
ください。 

♦傾斜した場所や}辰動の激 
しい場所で使田すると、 
異萬燃烧や巧震自動;'肖义 
装置の誤作動の原因にな 
ります。 


♦給なタンクをじツトする 
と自動的にじットされます。 


•給ミ由タンクび確実に入って 
いないと、它ットされません。 


♦燃焼筒のつまみを持つ 
で左ちに2〜3回動か 
しで、しん案内筒に正 
しくすねつでいるかを 
確かめでくださし、。 


♦しん調節つまみをち（点义位置）ち 
向にゆっくりとまるまでまわすこと 
により自動的じじットされます。 

♦しん調節つまみをまわすとき「カチカチ J 
と音びしで重いのは、巧震自動消义装置 
び自動的に它ットされでいるためです。 
♦一度じットされますと、しん調節は軽く、 
音ちなくなります。 


V 


ノ 






































































































回巧。方法 




■電池点乂 のし かた 
1.しん調節つまみをまわし、点义ボタンを巧す 

参しん調節つまみをち(点义位置)ち向にゆっくりとまるまでまわし、 
しんをいっぱいじ上げでください。 

(しん調節つまみの突起び真上「点义位置 J になります。） 

参点义ボタンを軽く巧しでください。 

ピーといラ放電音力*'しで点义します。 

♦点义を確認したら、点义ボタンから静かに}旨をはなしでください。 


♦点乂をいつまでち放電を続けると、電池の消耗び早くなります。 

参点义プラヴ(電極)巧おから白煙び上びるだけで点义しない場合 
は、しんをねずかに下げで点义ボタンを巧すと点义しやすくな 
ります。 


2.燃焼筒のすわ〇巧認 

参燃焼筒のつまみを持って、左ちに2〜3回動かしで、しん案内筒 
に正しくすわつでいるかを確かめでください。 


♦ I 么を意] 燃焼筒び正しくすわっていないと、最初から巧义で 
すすけで異常燃焼し、义災になるおそれびあります。正しくす 
え巧けてください。 

• I 么を意1 燃焼筒のつまみをちちに動かすときは、刀ードや 覆 
板び昌温になっでいますので、ふれないようにま意しでくださし、。 

参しん、点义プラヴ(電極やその周囲)および電極板(先端部)びカー 
ボンやタールでちれでくると点乂しにくくなります。しんのま入 
れや掃除をおこなっでください。 （ t ：^ 11ページ） 

参しんのま入れや掃除をおこなっでち点乂しじくい場合は、乾電池 
び消耗しでいる可能性びあります。同じ種類の新しい単二お乾電 
池4個と交換しでください。5ページ） 






■マッチ点乂のしかた（電池点义が使えないとき） 

1.ガードを開いでください。 

2 .しん調節つまみをち（点乂位置）ち向にゆっくりとまるまでまわし、 

しんをいっぱいに上けでください。 

3 . 燃焼筒つまみを図のよラに持ち上げでマッチで点乂しでください。 

4. 燃焼筒をしん案内筒の上に静かに戻しでください。 

已.燃焼筒つまみを持つでをちに2〜3回動かし、燃焼筒のすわりを確かめでください。 
6 .ガードを閉めでください。 



• G へを意 17 ツチの燃えかすをしん巧巧や置台の上に置かないでください。樹脂部分び焼損したり、义災 
になるおそれか‘あります。 

•。么 J ま意 I 燃焼筒び正しくすわっていないと最初からホ义ですすけで異甫燃焼し、义災になるおそれびあ 
ります。正しくすえ巧けてください。 

\_ J 


参巧めでご使用になるときや、しんのま入れ、しんの交換、から烧きなどをしたときは、給ミ由を20か上放置しで、しんに十 
分灯ミをヴしみこむまでおまちください。しんに十分なミ由びしみこまないラちに点义すると、吸い上げ不足のため燃焼筒の赤熱不 
足び続くことびあります。このときは、いったん消义し、20分しツ上放置を点火しでください。 

参巧めでご使用になるとき、点义をしばらく多少のにおいびしますび、これはス I ブにな着しでいるミ由などび烧けるときのもの 
で異當ではありません。 







































5. 使用方法 


炎の調節（义力調節) 



炎の調節はしん調節つまみでおこないます。 

♦おや/ホ熱の状態を見なびら しんの下げす ぎや しんの上げす ぎの状態に 
ならないよラに調節し、操作部の「調節範囲 j 巧でご使巧ください。 


しん調節つまみ 

しん 

炎 1 

ち（点义の置）ち向にまわす 

上がる 

伸びる 

t 左（消乂位置）ち向にまわす 

下がる 

ルさくなる , 


化翻 


X しんの下げすぎ 

f 、 

G 正しいがのが態 

f 而り 

f 

じ气で。 1| 。限] 

[上限] 

\ 

-— - - - 

〇 

燃焼筒の上部 
び黒い 

ノ 

ホ 

勤 1 

韩/ 

分 

、 

'ノ 

〇 

燃焼筒び十分 
にホ熱しでい 
る 


〇 

燃焼筒上のお 
の1申びび3 cm 
しツ下 

ノ 


f 、 

X しんの上げすぎ 






燃焼筒上にお 
び 3 cmJ ^ 上1申 
びでし、る 

ノ 

\ 

〇 


参点义を15〜20分たって、部分的ながの巧びや、燃焼筒のホ熱ムラびでるとさは、燃焼筒つまみを持ってちちに軽く 2〜 
3回動かしでください。それでち炎び巧びできたら、しん調節つまみをち(ニオイカット消义の置)ち向へまわしで 正しい 
巧の状態 じ調節しでご使用ください。 

♦点义をそのまま放っておくと しんの上げすぎ のよラに炎びかびで、すすや一酸化炭素び発ちすることびあります。 

また、 しんの下げすぎ のよラに燃焼筒の巧熱び不足しでいる状態で燃焼しますと、燃焼言(ポッポッ)やにおい•一酸化炭 
素び発をするばかりでなく、しんにカーボンび付着し、しん調節も重くなります。このよラなときはしんの手入れをしで 
ください。 （1：^= 11ぺージ） 

•しんを下げた状態から急激にしん調節つまみをち(点义位置)ち向へまわすと、一時のに炎び巧びでにおいや黒煙びでるこ 
とびあります。しん調節つまみをち(点义位置)ち向へまわすときは、炎を見なびらゆっくり操がしでくださし、。 

♦換気扇' 超音波加湿器などを使巧すると、炎びピンク色になることびありますび、異帯ではありません。 



ttiBS 


■通常消义のしかた 

1.しん調節つまみを左(ニオイカット消义位置)方向 
_ にまわす 


居字)点义巧ち»スピ-ド消火む巧> 



♦しん調節つまみを左 （ ニオイカツト消义位置）ち向にゆっくり 
と、軽くとまるまでまねしで、消义しでください。 

( しん調節つまみの突起び「ニオイカツト消'义位置」になります。） 


♦ストーブを押したりしで消义しないでください。 

参1〜4か程度で消'义します。 

参しん調節つまみを早くまわしたとさや、小义力で使用しでからの消 
义は、炎び一瞬1申びることがありますので、炎び1申びないよラゆつ 
くりまわしで消义しでください。 


2•消义のお認をする 

♦必す消义の確認をしでください。 






































































5. 使用方法 


■スピード消义のしかた(緊急時の消乂方法） 

急いで消义させるとき（緊急時）に使用しでください。 
=- - 1= 1•スピード消义ボタンを巧す 


语^点乂< 


スビード消义< 



♦巧震自動消义装置び作動し、しんび下びります。 

(しん調節つまみの突起び「スピード消义位置 J に戻ります。） 

♦遇常消义にくらべで、消义時のにおいび強くなり、すすび発生す 
ることびあります。 

2•消义のお認をする 

参必す消义の確認をしでください。 


消义しない（しん調節つまみの突起が r 消义位置」に戻6ない)ときは… 


►スピード消义ボタンを巧しでち、しん調節つまみの突起び「スピード消乂位置 J に戻らないときは、戻るまで 
スピード'消义ボタンを押しなびら、しん調節つまみを左ち向へまわしきつで消义しでください。 

'スピードミ肖义ボタンを押しでち、しんび完全に下びりきらない（しん調節つまみの突起び「スピード消义 
位置 J に戻らない）のは、変質なミ由などでしんの上部に、タールなどびをくな着しでいることび原因です。 
(13= 己ページ） 

、このようなときは、しんのま入れをしでください。 （13= 11ぺージ） 

♦それでを（スピード消义ボタンを巧しでち、しん調節つまみをまわしでち）しんび下がらす、消义しないとき 
は、給;'由タンクを取り出し、乂びミ肖えるまで燃焼させてください。 

〔このよラなときは、お買い巧めの販売店または、コ□ナお客様ご相談窓□にご相談ください。〕 


消义後再点火するときは… 


消义をすぐに再点义すると燃烧筒の温度び高くで、点义しなかったり、じおいびします。燃烧筒び;ちえるまで、 
6〜7分位待つでから点义しでください。 


固が震自動消义装置 

強い地震や振動、衝擊を受けたときは巧震自動消义装置び作動しで自動のに消义します。 

しん調節つまみをち(点义位置)ち向にゆっくりとまるまでまわすことにより自動のに t ットされます。 

(廣6ページ） 

•巧震自動消'乂装置は、 J にに定められた100〜200ガルの振動によりが動するよラに調整しであります。 

したびってご使庙中における弱い日常的な振動、傾斜では作動しません。 

♦変質灯ミ由などでしんの上部にタールなどび多く付着しでいると、巧震自動消义装置び作動しでもしんび完をに下び 
りきらないで消义しないことびあります。このよラなときはしんのま入れをしでください。 （1：^ 11ページ） 
♦地震によってた動した場合は、固囲の可燃物、ス I -ーブの損傷、ロミ由のあふれなど異窜びないことを確認したあと、 
再点义しでください。 


D その他の装置（給油時自動消义装置） 

燃焼中に給';由タンクを持ち上げると、自動自勺に消乂します。（しん調節つまみの突起び「スピード消义位圍に戻ります。) 
給ミ由時自動消乂装置は、消义した状態（しん調節つまみの突起が'「ニオイカット消义位置」の状態）でち働きます。 
給油タンクをじットすると自動のにじットされます。 

•おミ由タンクび確実に入っていないと、它ットされす、点义できません。 

♦燃焼中に、給ミ由時自動消义装置び働いた場合、消'义時のにおいび強くなることびあります。においを抑えるため、 
しん調節つまみでミ肖乂させ、しばらくしでから給ミ由タンクを取り出しでください。 




















巧震 g 動消乂装置 

点検時は必ず乾電池 
をないでください。 


しん案内筒パッキン 


♦やわらかい巧で、ごみ、異牧1、 
ほこりなどをされいにふきとる。 

「キャビネッ ト(枠)のはすしか'! 
たは、上記た動員含の処置ち 
ま参照。 


♦しんの手入れをする。11ページ） 

♦効果のない場含は、しんを交換する。 

(お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ごホ目談窓 □ 
[こご相談ください。） 


♦パッキンに、のぴ、のれ、ひぴなどび入つでいた場ちは交換する。 
(お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ごす目談窓 □ 
じごす目談ください。） 




点検箇所 

点検する内客 

処置方法 ' 


置 台 

給';ちタンク 

•ミ由ちれ-ミをのたまりやミちのにじみがない 

•ミ由のたまりや、油のにじみはふきとる。 

使 

用 

か。 

♦油ちれのある場合は、お買いずめの販売店に修理を依頼しでく 
ださい。 

外 

キャビネット(枠)、反 
射板、疆板、置台など 

•ほこりやちれがないか。 

•ブラシややわらかい巧でふきとる。 

(ベンジン、シンナー、クレンザーなどでふかないでくださし、。） 

ご 

と 

観 

天 板 

♦化繊などのほこりび焼きついでいないか。 
•白っぽく変色しでいないか。 

• しめらせたやわらかい巧にクレンザーをつけでふきとる。 

• しめらせたやねらかい巧でふきとる。 

ス I ブの周囲 

•巧觸物びないか。 

♦同囲を整理.清掃し、可燃物はおり陈く。 


乾電池 

•点义しじくくなったり、点乂時の「ピー J 
といラ放電音びかすれたり、とぎれるこ 
とがないか。 

♦同じ種類の新しい乾電池(単二お4個)と交撰する。 


A 点义時(适電時)に、点乂ブラグからは高電圧び発 g 

E します。点义ブラヴに不用意に触れないでください。 


感電するおそれがあります。点検•手入れをするときは、必ず乾電池をはすしでからおこなつでください。 


©ドライバー/ 
たいらの部分 


しん案巧筒 


月 

1 

回 


♦燃烧筒をはすし、0ドライバー 
の先で燃えかすなどを取り陈く。 

• しんの巧端をしん案内筒のた 
いらの部分に含わせ、燃えか 
すびみぞに落ちないよラにま 
意しでください。 


•燃焼筒をはすし、©ドライバーの先やブラシなどでカーボンや 
タールなどを取り陈く。 



点乂プラヴ 
電 極 


• 電極や電極板を変おさせ 
ないでください。変おし 
た場ちは、お買い求めの 
販売店に修理を巧頼しで 
ください。 

♦しんをほつれさせないで 
ください。 



しんの点乂部 


•燃えかすなどを巧り除く。 
•ほつれを切る。 


燃えかす 



に 


ほつれ 


巧 

2 

回 


•感震部、作動部を点横する。 

燃焼筒と給ミ由タンクを取り化し、しん調節つまみを旅いたあと、' 
キャビネット(枠)の在ち側面(下部)の止めねじ4本と操作部 
中央の止めねじ]本をはすし、キャビネット(枠)を前ちじ約 
45-傾け、操作部び引つかからないよラ;主意しで持ち上げで 
はすしでくださし、。 


♦たいらの部分に臟えかずなどびたまつで 
いなし、か。 

/燃えかすなどがたまると燃焼筒のすね\ 
りを悪くしで、燃焼を阻害することび 
ありまず。 


♦点乂ブラグの電極やその周固あるいは電 
極板が、 カーボン や タールで ちれでいな 
し、か。 

〔点乂不良の原因になります。〕 



•臟えかすなどが落ちでいないか。 
•ほつれでいないか。 


動員含 j 

♦乾電池を抜いで、しんを上げ、置台の左 
側を前穫に強く動かしたとさ、対震自動 
消乂装置び作動しで、しんが最後まで確 
実に下びるか。 


睛震部(ふりこ、ベース )1 
•ごみ、異顿、ほこりなどび付着しでいな 
いか。 


诉動部(しん ) j 
• しんの上下は スムーズ か。 

•タールの付着はないか。 

•のびたり、のれたり、傷んでひびが入つ 
でいないか。 


画曰常の点検•手入れ 

点巧•ま入れは、ミ肖义をストーブび十分冷えでから、おこなつでください。 


•巧震自動消义装置を分聞したり、ミ由でふいたりしないでください。 

•しんの標準出寸法は11 mm です。切ったり、長く引き化したりしないでください。 

•しん案内筒-給ミ由タンク-燃焼筒はをおさせないでください。また燃焼筒を落としで、ガラスを割ったりしないで 
<ださい。 


2力ちに1回月1回しん交換時 


10 






































































8. 日常の点巧-手入れ 


■油タンク内（給油タンク•固定タンク）の変質口油や不純灯油を取り除くときは… 

姐!置方ま（乂の気のないところでおこなっでください。） 

1.スピード消义ボタンを押しで、巧震自動消'义装置を作動させでください。 

2 .燃焼筒と給ミ由タンクを取り化し、しん調節つまみを抜いたあと、キャビネット（枠）の左ち側面（下部）の止めね 

じ4本と操作部中央の止めねじ1本をはすし、キャビネット（枠）を前方に約45°傾け、操作部び引っかからない 
よラま意しで持ち上げではすしでください。 

3 .オイルピンを取り出しで、固定タンク内のな;'由を図のよラにしで抜き 

取り、きれいななミ由で2〜3回洗ってください。 

4 . ミ由受けざらの底にたまっている化やごみは必す巧きれでふき取っでく 

ださし、。 

己.オイルピンをもとどおりピンびまっすぐ上を向くよラに取り付けでく 
ださい。 

6 .給ミ由タンク巧もきれいな打ミ由で洗い、良質の灯ミ由に交換しでください。 

しんのま入れちあねせでおこなっでください。1ページ） 



しんの点検•手入れ（月1回) 


■変質な油や不純灯油などでしんの上部にカーボンやタールび付着し、不具合が生じた 
とき （ t ^ 己ぺージ）は、しんの手入れをしてください。 


しんのま入れをするときは、風のあたらない場所でおこなつでください。風びあたるとホ乂び出たり、 
異常燃焼の原因になり危険です。また、しんの手入れかはにおいびしますので換気をしでください。 



給';由タンク 


1.空タンクをたットする 

•給;由タンクの灯巧を巧いで、空タンクをじツトしでくだ 
さし、。 


参它ットしないとしんが下がつで、しんの手入れができません。 



2•点义操作をする 

参しん調節つまみをち(点义位置)方向にゆっくりとまるまで 
まわし、しんをいっぱいに上げたあと点义ボタンを軽く 
押しで点乂しでください 

参正しいおのが態で燃焼させでください。 （ 1:^8ページ） 

3.そのままな’ぶびなくなつで、义力びルさくな 
るまで放置する 


4•义力びルさくなったらしんをいっぱいに上げ、 
消义するまで燃焼させる 


参しんがかたくなっでいるときは、しんの手入れを2〜3回おこなっでくださし、。 

参しんの手入れ後のご使巧は、しんを一番下まで下げでから給ミ由タンクを它ットし、20分]^上待ってしんに十分なミ由び 
しみこんでから点乂しでください。 

しんに十分なミ由がしみこまないラちに点义すると、吸い上げ不足のため燃焼筒の赤熱不足が続くことがあります。 


V 


■次のようなときは新しいしんと交換してくださし13ぺージ) 


•しんの手入れをおこなっでち力ーボンや夕ールびとれす、効果びないとき。 

参しんび水を含んでしまい、しんの上下操作び重くなったとき。 

参しんの上部び消耗しで、ラすくなったり短くなったり、凹凸になつでいるとき。 


■しんについて 

♦このストーブのしんは着义しやすいよラに点义部じの欠きびあります。 
♦の欠き部分の綱組をほつれさせないでください。 
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回定期点巧 

長期間ご使用になりますと、機器の点検び必要です。 

2年に1回程度、シーズン終了後などにお買いホめの販売店または、修理資格者〔(財）曰本石';あ燃焼機器 
保守協含 (TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習含修了害（石;'由機器技術管理±)など〕のいる 
店などに点検依頼されることをおすすめします。 


愛情点検 

長年ご使用の石油ス I ブの点検をぜひ！ 

の 

こんな症状は 
あ 0 ませんか 

参ミをちれびする。 

•炎び不安定でススや黒煙び出る。 

♦器具を強くゆすっても炎び消えない。 

参焦げるよラな(こおいや目びチカチカする。 
•その他の異常や故障びある。 


ご使用中止 


故障や事故の防止のため I 必す 
販売店にご連絡ください。 
点検-修理についでのご費巧 
など詳しいことは販売店にご 
相談ください。 


画な障-異常の見分け方と処置方法 

参巧の表にちとづいで、お確かめください。 

♦処置ちまにより処置しでち良くならないときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 
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照 

ぺ 

I 

ジ 

お;'由タンクになミ由びない 

• 

参 


• 


参 






• 

給ミ由する 

6 

水、変質なミあ、不純な;'由が混入しで 
いる 

参 

• 

• 

• 

• 

参 

• 

• 


参 

参 

• 

給ミ由タンク、固定タンク巧の巧を 
巧き、きれいなな;'由でない、しん 
ち交換する 

11.13 

しんに十分なミ由がしみこまないラち 
に点乂した 

• 

• 


参 


参 






参 

給ミを後はしんを下げで 20 分料上待 
ち、しんに十分なミちびしみこんでか 
ら点乂する 

7 

しんの上げすぎ 



• 

参 

参 








正しい炎のが態になるよラ(こしん 
を調節する 

8 

しんの下げすぎ 


参 


参 


参 







燃焼筒のすわりび悪い 



• 

• 

• 








燃焼筒つまみを左ちに動かしですわ 
りをなおす 

7 

長時間閱めのった部屋で使巧しでいる 


参 


• 


参 







窓をあけ、部屋の換気をする 

1 

しんにタールび巧着しでいる 

• 

• 

参 

参 


• 

• 

参 


• 


• 

「しんの手入れ」をする 

11 

点乂プラヴの電極や電極板のちれ- 
変形 

参 












ちれは掃除、変おは販売店に依頼し 
で修理 

10 

点乂装置のコネクタや昌圧コードび 
はすれでいる 

• 












正し<差し込むまたは、販売店に 
依頼しですぐ修理する。 

- 

乾電池び正しく入っていない、消耗 
しでし、る 

参 












® ©を正しく入れる 
新しい乾電池と交換する 

5 

燃焼筒の変お、破損 













新しい部品と交換する 

13 

風、振動を受けでいる 









• 




風の当たらない場所で使用する 
振動を受けないよラにする 

2 

しん上下機構び故障しでいる 

参 






参 

参 


• 



販売おにの頼しですぐ修理する 

- 

給油タンクび入っていないまたは、 
確実に入っていない 









参 


• 


給油タンクを確実に入れる 

6 

巧震自動消乂裝置び故障しでいる 









• 




販売店に依頼しですぐ修理する 

J 


参燃焼かや消乂をに、ときどき「ポコンポコン」といラ音びしますび、これは給ミ由タンクから固定タンクへなミ由び流出す 
るときの音で異常ではありません。 
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团部品交換のしかた 


■部品交換のとをのを意 

不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整び'必要な場合には、お買いホ 
めの販売店または、修理資格若〔(財）曰本扫ミ由燃焼機器保守協ミでおこなラ技術管理講習ち修 
了若（扫油機器技術管理±)など〕のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は コロナ純正部品 とご指定 < ださい。 


料 wm , 城細 


I しんの交換は、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご中目 
談窓□へ依頼されることをおすすめします。 

I しんは必す検宣に合格または認証された r コロナ純正しん SX - E 298 YJ 
(ちのマーク付）をご使巧ください。 

器具に適合しないしんや、粗悪なしんを使用しますと、' I 生能を十分発揮 
できないばかりでなく 乂災や中毒の原因じなります。 

I しんの交換ちまは、曽しんに同こんの「石ミ由燃焼機器巧しん取扱説明書 J 
にしたびつでください。 



または 



‘檐巧巧 


pHP 化巧の哥剛雨!该効 

点义プラヴ-電極板の交換は、お買い 
求めの販売店または、おおくのコ□ナ 
お客様ごホ目談窓□にごホ目談ください。 


燃焼筒の交換 


燃焼筒のガラスび割れたときは、 
お買い求めの販売店または、おお 
くのコ□ナお客様ごホ目談窓□にご 
ホ目談ください。 


乾電池（別売）の交換 


乾電池を交換するときは、必す同 
じ種類の新しい単二お乾電池を4 
個使届しでください。 

己ページ） 

\_ J 


画保管 

おしまいじなるときは、曰常の点檢■手入れの頂を参照し、巧の要領で保管しでください。 


長期間使用しないとを 


1 .給油タンク-固定タンク巧のな'ぶを巧き取ってください。 （恩 =11ページ） 

♦水、ごみなどを残したまま保管すると、さびや巧あきの原因になったり、しん上下不良の原因になることちあります。 
•ロミ由を巧いたあとは、巧部をよく乾燥させでください。 


2 .しんのま入れをしでください。 （屈 =11ページ) 


3.必ずお電絶を取0はずしてください。 


4•内部のごみやほこりを取つでください。 

♦燃烧筒と給进タンクを取り出し、しん調節つまみを巧いたあと、キャビネット（枠）の左ろ側面（下部）の止めねじ4本 
と操作部中央の止めねじ1本をはずし、キャビネット（枠）を前ちじ約45’傾け、操作部び引つかからないよう'ま意し 
で持ち上げではずしでください。掃除機などでごみやほこりを取り除いたのち、ちとどおりに組み立ででください。 


5.ストーブのが観を掃除してください。 （原 10ぺージ) 


6 .巧 震 自動消义装置を作動させでください。 （恩= 1日ページ) 


7.包装箱に入れで、乾燥した場所にが平に保管しでください。 


• I 么を意 I 傾けたり、横倒しの状態では絕巧にな管しないでください。 

•取扳説明書は、保証書と K に大切に保管しで<ださい。 

•来シーズンにお使い(こなるときは、巧震自動消乂装置の作動を2〜3回くりかえし、しんが最後まで下がることを確か 
めでくださし、。 

\_ J 
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国仕樣 


型百：の呼び 

SX - E 298 Y (基本型な SX - E 290 Y ) 

種 類 

しん百：-放射お 

点义ちす 

畐圧放電点义〈お二形乾電池 (1.5 V ) 4個〉 

使巧燃料 

巧ミ由 （ J に1号のミ由） 

燃料消費量 

0.279 L/h 

暖房出力 

2.87 kW 

ミ由タンク容量 

4.0 L 

燃焼継続時間 

約 14. 5時間 

標準適室 

木 造 13.0 m ’（8 置)まで 

コンクリート16.已 m ’(10 ■ほで 

外形寸ま 

高さ51 0 mm 幅 452 mm 奥巧31 4 mm (置台を含む） 

質 量 

8.3 kg 

し ん 

種 類 

普通筒しん 

呼び寸法 

内径 65 mm 厚さ 2.8 mm 

安全装置 

巧震 g 動消'乂装置 

その1也の装置 

給ミ由時 g 動消义装置 


※乾電池は別売です。（アルカリ乾電池のご使用をおすすめします。）同じ種類の新しい単二お乾電池を4個用意しでくださし、。 



アフターサービス 


ド踊 anwuM 、 

参このコ□ナ石ミをス I ブにはな証書びついでいます。 

「お買いあげ曰•販売店含 j などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受けとりじなり、大切に保管しでください。 
♦イ呆証期間はお買いあげいただいた曰から1ホ間です。 

参なのよラな原因による故障および事故につきましでは、な証の巧象になりませんのでを意しでください。 

• 変質なミ由や不純な;由など、またなミ由!^列の燃料使巧による故障や事故。 

•誤った使田方まじよる故障や事故。 


修理を依頼されるとさ 


♦本書の「故障-異常の見分けちと処置ちま J ( 12ページ）の頂にしたびって調べでち良くならないときは、 

お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連給ください。 

♦ご連絡いただぎたい内容は巧の通りです。 

こ墨重の呼び1保証書をごらんください。 

•お買いあげ曰 

•故障状;兄（でさるだけ具体的にご連絡ください。） 

• ご住所-ご氏各-お電話番号 

参修理に際しでは、保証書をご提示ください。 

な証期間中であれば保証書の規定にしたびってお料修理させでいただきます。 

♦ご不日月な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かおをくのコ□ナお客様ご相談窓□にお問い合わせく 
ださい。 


■保証期間が過ぎているとをは 

参お買い巧めの販売店にご相談ください。修理によって使用できる製品についではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

•石なス I -ーブの巧修巧性能部品（機能を組持するために必要な部品）のな有お間は製造巧ちのりを6年です。 

■イ彦理に出されるとさは 

参輸送時や運搬時に給ミ由タンク' 固定タンクのにな;由び残ったままですと、傾きや振動でな'油びこぼれることびありますので、 
必ず巧き取ってください。 
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